
理
事
長	

酒　

井　
　
　

登

副
理
事
長	

坂　

口　

義　

行

専
務
理
事	

原　
　
　

敬　

治

理
事　

総
務
部
会
長	

御　

沢　
　
　

恒

　
　
　

事
業
部
会
長	

駒　

村　

征　

男

	

金　

丸　

竹　

一

	

唐　

木　

裕
貴
江

	

酒　

井　
　
　

茂

	

鷺　

森　

勝　

己

	

清　

水　

文　

子

	

福　

澤　

成　

則

	

松　

本　
　
　

功

	

村　

上　

隼　

一

	

吉　

原　
　
　

宏

監
事	

関　
　
　

保　

雄

	

滝　

澤　

仁　

惠

事
務
局	

職　

員　

一　

同

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

２
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
そ
し
て
経
済
活
動
は
大

き
く
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
一
昨

年
は
会
員
数
・
契
約
金
額
と
も
に
大
き

く
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
徐
々
に
回
復

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、「
人
生
百
年

時
代
」
を
見
据
え
た
セ
ン
タ
ー
事
業
で

あ
り
ま
す
が
、
定
年
の
延
長
な
ど
に
よ

り
、
セ
ン
タ
ー
会
員
の
平
均
年
齢
は
毎

年
上
昇
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
見

合
う
仕
事
が
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組

む
と
と
も
に
、
高
齢
化
に
伴
う
事
故
の

防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
全
て
に

優
先
す
る
」を
基
本
に
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
も
、
事
故
に
十
分
ご
注

意
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
長
年
培
っ
た
知

識
・
経
験
や
技
能
を
活
か
し
、
就
業
を

通
し
て
生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
に
応
え

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
や
新

た
な
治
療
薬
の
開
発
が
進
み
、
私
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
に
明
る
い
兆
し
が
見

え
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異

株
の
蔓
延
も
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
「
新
た

な
生
活
様
式
」
を
実
践
し
な
が
ら
、
会

員
の
増
強
そ
し
て
会
員
の
皆
様
が
希
望

す
る
就
業
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
親
し
ま

れ
、
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ	

ー
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
、
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
心

身
と
も
に
充
実
し
た
幸
多
き
一
年
と
な

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
し
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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12月1日現在会員数
　男性 1,525名
　女性 609名
　 計 2,134名
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希
望
あ
ふ
れ
る
新
年
を
迎
え
て

௕
໺
ࢢ
௕ɹ

Ԯ
ɹݪ
݈
࢘

　

謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

৴
ೱ
ொ
௕ɹ

ԣ
઒ɹ
ਖ਼
஌

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

長
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
２
回
目
の
接
種
も
ほ
ぼ
終
了
し
、
７
月

൧
ߝ
ொ
௕ɹ

็
ଜɹ
উ
੝

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
各
位
を
は
じ
め
関
係

の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
飯
綱
町
は
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
、

子
育
て
支
援
対
策
の
強
化
、
保
育
園
・
小
学
校
の

統
合
と
跡
施
設
活
用
、農
業
な
ど
の
産
業
の
振
興
、

観
光
事
業
の
見
直
し
、
役
場
庁
舎
な
ど
の
公
共
施

設
の
新
設
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
共
動
」
の
ま

　

日
頃
は
市
政
に
対
し
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
長
野
市
長
選
で
多
く
の
市
民
の
皆

様
の
温
か
い
御
支
援
を
賜
り
、
初
当
選
の
栄
に
浴

し
、
長
野
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

長
野
市
長
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
今
、

長
年
の
願
い
で
あ
っ
た
長
野
市
へ
の
恩
返
し
が
で

き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
デ
ル
タ
株
に
よ
る
第

５
波
も
収
束
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
た
町
の
経
済
は
、
依
然
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
年
明
け
か
ら
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
予
定
し
て
お
り
、
感
染
対
策
を
講
じ
な

が
ら
に
な
り
ま
す
が
、
社
会
経
済
活
動
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
が
回
復
す
る
こ
と
を
願

う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
も
、
産

業
振
興
に
よ
る
経
済
の
再
生
と
生
活
･
就
労
支
援

ち
づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
異
常
気
象
等
に
よ
る
防
災
対
策
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
並
び
に
コ
ロ
ナ

禍
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
弱
者
対
策
、
移

住
・
定
住
を
増
や
す
取
組
、
人
口
減
少
下
で
の
集

落
機
能
の
維
持
な
ど
の
縮
減
社
会
に
向
け
た
地
域

づ
く
り
、
水
道
事
業
の
健
全
化
と
良
質
な
水
の
安

定
供
給
、
健
全
な
財
政
運
営
な
ど
、
多
く
の
課
題

に
直
面
し
て
い
る
状
況
下
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
第
２
次
飯
綱
町
総
合
計

　

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
大
勢
の
皆
様
に

応
援
を
い
た
だ
き
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
作
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
度
は
私
が
市
長
と
し
て
、

市
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
支
え
、
長
野
市
の
未
来

を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
の
皆
さ
ま
の
御
多
幸
と
御

健
康
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

等
、
町
産
業
の
活
性
化
と
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る

施
策
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。ま
た
、

高
齢
化
社
会
が
進
む
中
で
、
行
政
と
地
域
が
よ
り

一
層
協
働
し
、
生
き
が
い
と
誇
り
を
持
っ
て
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
し
な
の
ま
ち
の
実
現
に
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
長
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発

展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

画
後
期
基
本
計
画
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
あ

ふ
れ
る
自
然
」「
共
に
豊
か
な
暮
ら
し
創
生
」
を

目
標
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
幸
福
感
」
や
「
安

心
感
」
を
感
じ
、「
飯
綱
町
に
住
ん
で
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層

の
お
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
長
野
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
の
、
さ
ら
な

る
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
謹

ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染	

者
も
急
速
に
減
り
始
め
、
も
う

少
し
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま

し
た
。

　

私
達
の
班
（
一
〇
四
名
）
の
班
活
動
を
紹
介
し

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
奉
仕
デ
イ
と
し
て
春
と
秋
に
西
小
学

校
通
学
路
及
び
稲
荷
山
駅
前
通
り
の
ゴ
ミ
拾
い
、

班
独
自
の
奉
仕
作
業
と
し
て
篠
ノ
井
駅
西
口
駐
輪

場
周
り
の
除
草
、
篠
ノ
井
西
公
園
の
遊
具
周
り
の

除
草
を
そ
れ
ぞ
れ
春
秋
の
二
回
ず
つ
行
い
、
管
理

す
る
行
政
か
ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
近
隣
の
班
と
合
同
で

市
道
及
び
県
道
の
植
栽
帯
の

除
草
を
二
カ
月
に
及
ぶ
炎
天

下
の
中
、
大
勢
の
協
力
を
得

て
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
班
活
動
や
忘

新
年
会
な
ど
、
感
染
症
予
防

の
た
め
出
来
ま
せ
ん
が
、
機

会
あ
る
ご
と
に
班
活
動
を
通

し
て
体
力
づ
く
り
や
他
者
と

の
交
流
、
そ
し
て
地
域
か
ら

喜
ば
れ
る
班
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

班
活
動
の
紹
介

 ɹ
ࣰ
ϊ
Ҫ
੢
班ɹ
班
௕ɹ
Ҫ
ग़ɹ
ࡾ
෉

念
の
た
め 

そ
の
ひ
と
手
間
で 

事
故
防
止

令
和
３
年
度
　
安
全
・
適
正
就
業
標
語
　
入
選
作
品 

樋
口

　周
平 

会
員(

第
五
班
）

   請負就業の場合（派遣就業は除く）、会員さんは「個人事
業主」として、センターがお客様から受けた仕事を再請負
し就業します。なお、就業により受け取った配分金には内
税として消費税が含まれています。
　会員さんは、消費税法上の「事業者」であり、消費税を
納める義務がありますが、課税売上高（配分金）が１千万
円以下の場合、納税義務が免除されています。

 インボイス制度の導入
　令和５年10月１日から消費税に関するインボイス制度
が導入され、今まで免除されていた消費税分を会員さんか
センターで納めることとなります。
　センターで配分金に係る消費税を納めることになると、
膨大な負担が生じることとなり、センターの運営に大きな
影響を及ぼすことが予想されます。
　現在、全国シルバー人材センター事業協会などでは、シ
ルバー人材センターへの負担が軽減できるよう、国に要望
をしていますが、具体的な対応方針
は出ていません。
　当センターでも、国や他センター
の動向を調べながら、対応方針を検
討していきます。

配 分 金 消 費 税
と について
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問 シルバー人材センターに入会した理由は
なんですか。 問 何歳まで会員登録して仕事をしたい

ですか。

問 配分金収入は月額でどの程度望みますか。 問 月のうち何日働きたいですか。

問 1日のうち何時間働きたいですか。 問 昨年度1年間、シルバーの仕事を
しなかった理由

75歳
23.4%

収入を得たい
27.9%

2万円以下

11.8%

3万円
15.0%

4～5時間
43.0%

6～7時間
28.2%

８時間以上 10.0%

2～3時間
16.0%

希望する
仕事が

なかったから

33.6%

他で働いて
いるから
29.2%健康状態が

良くなかったから

7.5%家庭の事情

5.3%

6日～9日
15.1%

10日～12日
35.1%

13日～15日
19.4%

15日～20日
12.5%

3日以内 

4日～5日

8.7%
8.6%

4万円
8.1%

5万円
33.0%

6万円
15.8%

9万円 3.7%

毎日 0.7%

２時間以内 2.7%

高齢のため
2.7%

0.4% その他 
21.2%

10万円以上

12.5%

その他

健康に良い
22.3%時間がある

17.3%地域・社会と
繋がりを
持ちたい

地域・社会に
貢献したい

11.7%
5.4%

経験や能力を
生かしたい
 5.1%

働ける限り
35.0%

80歳
28.3%

70歳 3.9%65歳 0.5%

85歳 7.9%

大変満足 満足 やや満足 普通 やや不満 不満

90歳 1.0%

10.2%

配分金単価が
安いから

問 仕事の満足度について（仕事をしたことがある方のみに質問）

問 センターに入会して、効果（良かったこと）がありますか。

センターに入会して不満に思う事がありますか。

思う まあ思う 普通 思わない 無回答

思う まあ思う 普通 思わない 無回答

問

仕事の内容
就業の時間・日数

就業環境
収入

健康の維持促進に役立った
収入が得られた

規則正しい生活ができる
自分に適した仕事があった

友人や仲間ができた
自宅近くで仕事ができる
生きがいが得られた

自分のペースで仕事ができる
地域･社会と繋がりができた

色々な人が交流できる
シルバーポイント制度

地域班活動に参加できた
元気回復券の付与
センター職員の対応

高年齢になると仕事が少ない
担当職員との話し合いが少ない

希望する仕事がない
収入が少ない

経験を生かせる仕事がない
就業時間や日数が少ない
就業の選考が不透明

会員の資質
就業先の会員の人間関係

公共等の就業期限
就業内容に相違がある

職員の資質
地域班活動

奉仕ディの参加
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50.8%
44.1%

39.2%
31.9%
28.5%
30.5%
28.5%
25.8%
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18.1%
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18.1%
19.4%
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12.8% 22.5% 16.0% 29.3%
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8.9% 23.9% 19.0% 31.4%

9.9% 26.8% 17.1% 33.6%
9.6% 24.3% 22.9% 33.0%
8.8% 24.4% 17.4% 39.6%

9.3% 22.2% 26.4% 35.5%
6.2% 29.9% 22.5% 34.4%
6.1% 25.1% 29.8% 32.1%
5.9% 23.2% 33.0% 31.9%
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14.0%
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18.0%
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21.8%
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25.7%
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22.3%
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35.7%
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26.0%
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会員アンケート調査報告書会員アンケート調査報告書会員アンケート調査報告書

問 シルバー人材センターに入会した理由は
なんですか。 問 何歳まで会員登録して仕事をしたい

ですか。

問 配分金収入は月額でどの程度望みますか。 問 月のうち何日働きたいですか。

問 1日のうち何時間働きたいですか。 問 昨年度1年間、シルバーの仕事を
しなかった理由

75歳
23.4%

収入を得たい
27.9%

2万円以下

11.8%

3万円
15.0%

4～5時間
43.0%

6～7時間
28.2%

８時間以上 10.0%

2～3時間
16.0%

希望する
仕事が

なかったから

33.6%

他で働いて
いるから
29.2%健康状態が

良くなかったから

7.5%家庭の事情

5.3%

6日～9日
15.1%

10日～12日
35.1%

13日～15日
19.4%

15日～20日
12.5%

3日以内 

4日～5日

8.7%
8.6%

4万円
8.1%

5万円
33.0%

6万円
15.8%

9万円 3.7%

毎日 0.7%

２時間以内 2.7%

高齢のため
2.7%

0.4% その他 
21.2%

10万円以上

12.5%

その他

健康に良い
22.3%時間がある

17.3%地域・社会と
繋がりを
持ちたい

地域・社会に
貢献したい

11.7%
5.4%

経験や能力を
生かしたい
 5.1%

働ける限り
35.0%

80歳
28.3%

70歳 3.9%65歳 0.5%

85歳 7.9%

大変満足 満足 やや満足 普通 やや不満 不満

90歳 1.0%

10.2%

配分金単価が
安いから

問 仕事の満足度について（仕事をしたことがある方のみに質問）

問 センターに入会して、効果（良かったこと）がありますか。

センターに入会して不満に思う事がありますか。

思う まあ思う 普通 思わない 無回答

思う まあ思う 普通 思わない 無回答

問

仕事の内容
就業の時間・日数

就業環境
収入

健康の維持促進に役立った
収入が得られた

規則正しい生活ができる
自分に適した仕事があった

友人や仲間ができた
自宅近くで仕事ができる
生きがいが得られた

自分のペースで仕事ができる
地域･社会と繋がりができた

色々な人が交流できる
シルバーポイント制度

地域班活動に参加できた
元気回復券の付与
センター職員の対応

高年齢になると仕事が少ない
担当職員との話し合いが少ない

希望する仕事がない
収入が少ない

経験を生かせる仕事がない
就業時間や日数が少ない
就業の選考が不透明

会員の資質
就業先の会員の人間関係

公共等の就業期限
就業内容に相違がある

職員の資質
地域班活動

奉仕ディの参加

0% 10% 20%
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39.2%
31.9%
28.5%
30.5%
28.5%
25.8%
22.1%
20.5%
19.9%
18.1%
18.4%
21.2%

39.1%
25.3%

19.8%
18.1%
19.4%
15.8%
16.8%
12.6%
10.3%
9.9%
6.7%
6.9%
6.9%
6.0%

15.2% 12.8% 10.3% 22.6%
9.3% 22.3% 12.1% 30.9%

13.3% 22.4% 17.4% 27.1%
14.0% 25.8% 16.1% 25.9%
12.8% 22.5% 16.0% 29.3%

10.5% 26.9% 19.6% 27.3%
8.9% 23.9% 19.0% 31.4%

9.9% 26.8% 17.1% 33.6%
9.6% 24.3% 22.9% 33.0%
8.8% 24.4% 17.4% 39.6%

9.3% 22.2% 26.4% 35.5%
6.2% 29.9% 22.5% 34.4%
6.1% 25.1% 29.8% 32.1%
5.9% 23.2% 33.0% 31.9%

8.6%
14.3%

10.3%
16.4%

16.1%
14.0%
14.3%
16.4%

18.0%
20.2%

15.7%
16.2%
14.8%
10.5%

19.8%
21.5%

24.4%
21.8%

23.1%
20.9%
25.7%
23.9%

22.3%
21.5%

19.8%
20.0%
21.1%

35.7%

4.0%
4.8%

4.9%
9.3%

10.0%
10.8%
7.3%
10.8%

11.5%
11.9%

18.6%
17.8%
16.5%

8.3%

16.7%
15.3%

21.2%
20.6%20.6%
22.3%
23.8%
24.2%24.2%
23.1%
26.1%26.1%
25.9%
26.0%
27.9%
29.2%
24.3%

6.6%
6.6%
4.7%

43.4%
37.4%
35.0%

28.2%

14.1%
15.1%

13.7%
16.9%

30.3%
27.9%
33.6%

30.7%

2.4%
0.4%

11.4%

1.7%

8.6%

2.4%

16.2% 3.3%
30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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令和 3年 6月1日現在の登録会員　2,081人 1,321通（回収率 63.5%)対象者 回収結果

　会員の皆さんの就業実態・満足度・要望等を把握し、業務の改善に役立てるため、昨年６月にアンケート
調査を実施しました。
　調査結果の内、主なものを報告します。
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お
く
や
み

　
　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

中
島　

敬
子　

様　

６
月
７
日　

大
豆
島
班

堀
内　
　

豊　

様　

８
月
14
日　

松
代
班

今
井　

貞
實　

様　

９
月
11
日　

大
豆
島
班

酒
井　

万
元　

様　

11
月
30
日　

古
牧
班

採
　
用

　

８
月
１
日
付　
　

事
業
課
職
員  　

柳
澤　

忠
幸

　

１
月
１
日
付　
　

総
務
課
主
事  　

梅
本　

鳩
子

　

２
年
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
私
た
ち
の
生
活

も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

経
済
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
生
活
も
苦
し
く
な
る

人
々
が
増
え
、
高
齢
者
は
重
症
化
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
感
染
へ
の
不
安
を
常
に
持
つ
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
の
４
月
に
は
７
年
に
一
度
の
盛
儀
で
あ
る

善
光
寺
御
開
帳
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

御
開
帳
は
商
売
繁
盛
を
願
っ
て
、
地
元
の
商
工
団

体
が
開
催
を
願
い
出
て
開
催
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

御
開
帳
の
開
催
を
機
に
、
当
セ
ン
タ
ー
が
潤
う
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

◆
◆
◆ 

編
集
後
記 

◆
◆
◆

人
　
事
　
異
　
動

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
か
ら

ఆ
ྫ
ٞ
୊
ɾ
ใ
ࠂ
ࣄ
߲

　

	

①
新
入
会
員
の
承
認　

②
各
部
会
等
活
動
報
告

　

③
契
約
状
況　

④
事
故
報
告　

⑤
苦
情
等
報
告

ྩ
࿨
̏
೥
౓

ୈ
̏
ճ
ớ
̒
݄
30
೔
Ờ

　

	

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
委
員
の
選
任
｠

ୈ
̐
ճ
ớ
̓
݄
28
೔
Ờ

　

理
事
候
補
者
選
考
委
員
会
委
員
の
選
任

　

市
長
・
町
長
等
へ
の
支
援
要
請
｠

ୈ
̑
ճ
ớ
̕
݄
29
೔
Ờ

　

令
和
４
年
度
公
共
見
積
基
準
単
価
の
設
定

　

入
会
承
認
の
専
決
処
分

　

	

令
和
３
年
度
安
全
・
適
正
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実

施
報
告

　

令
和
３
年
度
第
１
回
女
性
会
員
の
集
い
報
告

ୈ
̒
ճ
ớ
10
݄
27
೔
Ờ

　

顧
問
の
選
任

　

	

令
和
３
年
度
第
１
回
職
務
執
行
状
況
（
4
月
～

9
月
）
の
報
告

ୈ
̓
ճ
ớ
11
݄
24
೔
Ờ

　

顧
問
の
選
任

　

令
和
３
年
度
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告

ୈ
̔
ճ
ớ
12
݄
22
೔
Ờ

　

年
末
の
理
事
挨
拶
回
り

理

事

会

報

告

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
」

を
合
言
葉
に
、
就
業
に
当
た
っ
て
お
り
、
事
故
の

撲
滅
は
最
優
先
課
題
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
と
こ
ろ
事
故
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、

３
年
11
月
現
在
の
事

故
件
数
は
21
件
と
前

年
同
期
よ
り
２
件
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
故
の
原
因
は
規

則
を
守
ら
な
か
っ
た

り
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
作
業
を
行
う
と
き
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
よ
り
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
特

に
、
こ
れ
か
ら
寒
い
時
季
に
な
り
ま
す
が
、
氷
の

上
や
雪
道
な
ど
で
の
転
倒
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

0

5

10

15

20

25
（件）

29年 30年 元年 ２年 ３年

事故件数の推移（各年11月現在）
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